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国際委員会インタビュー 

シリーズ①「アジア・太平洋会計士連盟（CAPA）と日本が果たす役割」（2015 年３月） 

 
アジア・太平洋会計士連盟（CAPA）と日本が果たす役割 

1. CAPA の理事会代表を務められるに至った経緯をこれまでのご略歴とともにご教示ください。 

私は、1992年に当時の公認会計士２次試験に合格し、センチュリー監査法人（現あずさ監査法人）

に入所しました。法人では、米国証券取引委員会（SEC）登録企業や外資系企業等に対する監査業務

を中心に行い、2001年から2003年まで上海駐在を経験しました。2010年に協会本部理事に就任し
た際、海外駐在の経験をかわれ、国際協力理事として協会の業務に携わることとなりました。国際

協力理事としては、主として倫理の分野に関わり、国際会計士連盟（International Federation of 

Accountants：IFAC）の国際会計士倫理基準審議会（International Ethics Standards Board for 

Accountants：IESBA）にオブザーバーとして出席しました。そして IESBA で審議された内容を日本

に持ち帰り協会理事会等で報告し、JICPAジャーナルへ紹介、また協会の倫理委員会副会長及び倫理

委員会下部組織の規範・独立性作業部会部会長として、国際倫理規程の日本への導入作業等に携わ

っていました。会計プロフェッションの国際的な組織に関わった経験は、この IESBA での経験がス

タートとなります。 
その後 2013 年から森 公高会長の下、国際担当常務理事に就任した際に、長らく CAPA に携わっ

てこられた池上 玄副会長の後任として、2013年９月にCAPA理事会代表に就任し現在に至っていま

す。 
 

2. CAPA の活動についてご教示ください。 

CAPA は 1957 年に設立されたアジア・環太平洋地域の会計職業専門家団体の集まりで、現在、23

の国と地域から32の会計職業専門家団体が加盟しています。CAPAの歴史は古く、1977年にIFACが

設立される以前から活動を行っています。現在は、IFAC の地域機構の一つでアジア地域の組織とし

て位置付けられています。 
CAPA の設立経緯から、米国やカナダも加盟し、英国やフランスなどが賛助団体として加盟してお

り、非常に大きな地域をカバーする組織となっていますが、その活動の焦点はアジアにあり、事務

局もマレーシアのクアラルンプールに設置されています。JICPAは CAPAの設立当初からのメンバー

であり、過去には川北博元会長や、山崎彰三元会長がCAPAの会長を務められています。 
CAPAの活動は、現在、公共部門財務管理委員会（Public Sector Financial Management Committee：

PSFMC）と会計職業専門家団体発展委員会（Professional Accountancy Organizations Development 

Committee：PAODC）の二つの委員会を中心に行われています。PSFMCでは、開発途上国における財務
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管理の品質向上を支援するためのガイドラインの開発や政府機関等との関係構築、PAODCでは、会計

インフラ整備の進んでいない開発途上国を中心に、継続的専門能力開発制度や品質管理制度の構築

支援を含む、会計職業専門家の能力向上及び専門家団体自身の機能強化を図るためのガイドライン

の開発やプロジェクトの実施を通じてより強固な会計プロフェッションの確立を目指した活動を行

っています。これらの活動には、世界銀行やアジア開発銀行から資金が提供されるものも多く、国

際的なドナー機関と協力したプロジェクトが実施されています。 
 
3. 日本公認会計士協会にとって、CAPAを通じた活動にはどのような意義があるとお考えでしょうか。 

現在、ミャンマーに対する支援などで顕著に見られますが、日本政府は ASEAN に対するインフラ

整備支援をこれまで以上に強化して推し進めています。日本公認会計士協会でも、この動きに呼応

する形でアジアを中心とした諸外国の会計インフラ整備支援、特に人材育成や能力向上の分野での

貢献を推し進め、各国の会計職業専門家団体との関係構築及び連携強化を国際的な事業の重点施策

の一つとして位置付けています。このことから、CAPA が二つの委員会を通じて行っている開発途上

国に対する支援は我々にとっても重要なものであると考えています。 
日本には、経済社会の基盤を支える存在として公認会計士制度が整備され機能しています。我々

の経験やノウハウを開発途上国の会計職業専門家団体と共有し、これらの国における経済発展や社

会インフラ整備に貢献することは非常に意義深く、各国の団体との連携強化は、国際的な舞台で日

本の公認会計士が今後ますます活動の場を広げることにも寄与していくものと考えています。日本

公認会計士協会でも、連携強化のため独自にアジアの複数の会計職業専門家団体との意見交換を実

施し、どのような協力ができるか検討を進めています。 
 

4. CAPA の理事会代表としてのやりがいや使命は何でしょうか。 

CAPAの理事会代表としてはまだ２年目で、理事会は３回しか開催されていませんので、CAPAの活

動についてまだ十分な経験があるとは言えませんが、加盟団体が属する様々な国・地域で理事会及

び委員会が開催され、普段の業務では関わることのできない各国の会計プロフェッションと交流す

る機会があったり、様々な角度からの意見を聞いたりすることができますので、自分自身にとって

も貴重な機会となっています。また、各国の会計プロフェッションが集まる場で日本を代表して出

席することに大きな責任感と使命感を感じています。発展途上国の加盟団体は、日本公認会計士協

会に期待するところがあるようで、その期待感というものも加盟団体代表者との会話などを通じて

感じています。アジアで、ひいては世界で、日本公認会計士協会が一定のポジションを確保・維持

するための一翼を担っているということが、やりがいと感じます。 
それから、少し面白いこととして、CAPA への参加を通じて、母国語が英語ではないアジア諸国の

方々とお話しする機会が増えたからだと思いますが、母国語が英語でないアジア諸国の方の話す英

語を、私の法人の周りの人よりも聞き取れるようになってきたようです。これは、CAPA に参加する

ようになって培った能力の一つなのでしょうね。 
 

5. 最後に、2015年 10月 27 日から 29日まで開催が予定されている CAPAソウル大会について、その

概要を教えてください。 
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CAPA 大会は、各国の会計プロフェッションを集めて４年に１度開催される研究大会で、今回はソ

ウルで開催されます。2008年には、大阪でCAPA大会が開催されましたので、ご存知の会員の方も多

くいらっしゃるのではないかと思います。 
今大会のテーマは、『アジアの会計士 － 先頭に立ち、未来を切り開く（Asian Accountants ‒ 

Leading the way, inspiring the future ）』です。アジアの視点から、会計プロフェッションへど

のような影響を及ぼし貢献をすることができるのか、国際的に著名な専門家や各分野の第一人者を

招へいし様々な議論が行われる予定です。日本からは森 公高会長がパネリストとして、IFAC会長、

CAPA 会長及び韓国公認会計士協会会長並びに中国注冊会計師協会会長とともに、会計プロフェッシ

ョンを取り巻く環境や将来の展望について協議するセッションに参加することが予定されています。

他の複数のセッションにも、日本からパネリストやスピーカーとして参加される会員の方がいらっ

しゃいます。 
このような国際的な場に参加する経験の少ない会員の方にとっては特に、今世界で議論が進めら

れているトピック等について著名な専門家や各分野の第一人者から直接話を聞くことのできる貴重

な機会になると思いますので、ぜひ積極的にご参加いただけたらと考えております。各セッション

への参加につき CPE の単位も付与される予定ですし、さらには様々な年代の会員の方々が集まる会

員相互の交流の場として懇親会の開催も予定しています。詳細につきましては、協会ウェブサイト

の「お知らせ」をご覧いただき、ぜひご参加をご検討いただければ幸いです。 
 

以  上 


